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1.気象条件
6月下旬より太平洋高気圧の勢力を支え
るフィリピン中海域の対流活動が活発とな
り，例年より卒く日本海付近で勢力を強め
たため，九州北部地方は，太平洋高気圧に
窓われたO 暑さが厳しく 6月20日以降まと
まった降水もなく 7月上旬から 9丹上旬
にかけて連日30度を越える真夏日で 7丹
中旬にはフェーン現象の影響で県観測史上
九州最高気温39.6度を記録した.
これまでは，昭和59年8丹10日の39度で
あったが，平成6年7丹の最高気温の平均
気温は35.4度で平均三より4.5度高く， 8月の
表-1 F.l5:lIJ終潟盤
6 jヨ 7 
土木事務所 A:H 6PfUiま 日:平均除Hil A/B A:H 6前段
佐賀ごと木 174 407 42.8% 15 
子rllJ舟土木 177 329 45.2% 20 
小城こと木 64 360 17.8% 10 
武雄二上水 182 385 47.3% 8 
鹿島土木 204 431 47.3% 8 
最高気温の平均は35.3度で平年より2.9度
高く，特に日;臨時間においては平年の1.8
倍， 7月の日照時間は平年額を140時間余り
上闘って異常な高温かっ連続干天連続日数
を記録した.
このことにより堤防の亀裂が発生した.
2 .壌紡亀裂発生要因について
外的要因として連続異常高温による堤防
の乾燥収縮による堤防亀裂および，
常高濃による堤防の内部の膨張による堤防
えられた.また，内的要因として
有明粘土(高含水)上に構築された堤防材
料の合水比は基盤からの影響を受けて，比
(j二木事務所観音lU資料による) (梅雨期間)
月 8 月
日:平均約滋 A/日 }U16r将 お:平均雨 /日
RつJ";つ3‘つJ 4.5% 49 209 23.4% 
327 6.1% 7 221 34.8% 
342 2.9% 33 196 16.8% 
363 2.2% 60 220 27.3% 
356 2.2% 57 231 24.7% 
注)B:平均隠すほは，昭和59frから王子成5年までの10ヶ年の玉jZ均
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表-2 干ばつ災害対象期間
(連続子夫日数) 6 月初日~8 月 26 日
事務所名
日5田I羽未満を含む
臼数0降雨期間
佐賀土木 6 /23~ 7 /25 33 
神埼土木 6 /23~ 7 /24 32 
小城土木 6 /20~ 8 /26 68 
武雄土木 6 /23~ 7 /25 33 
鹿島土木 6 /23~ 7 /20 28 
J 7 /22~ 8 /14 24 
表-3 日照時間について
観測月 6月 7月 8月
日照時間 132.2 310.6 290.1 
平年日照時間 143.7 169.4 210.1 
平年に対するよt% 92% 183% 138% 
表-4
亀裂発生状況 河川形態 亀裂発生原菌
堤防全体に
手ま堤f可川 乾燥収縮+熱膨張破壊
亀裂発生
堤防法滞付
近に亀裂発 織込み滞1 堤体の熱膨張破壊
生
堤防センタ
ーに飽裂発 手芸堤河川 上創本の熱膨張破壊
主
較的高い含水比状態を保っていた.
5に示した調査結果をもとに堤防
亀裂の発生パターンを分類すると次のとお
りである.
3 .堤防の状況と亀裂発生
1)堤防天端舗装有り十法菌植生繁茂
堤防内部の水分蒸発が少なく抑えられ又，
アスフアルト舗装により太陽輔射熱を吸収，
し提体が一気に膨張破壊に歪り乾燥収
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国一 1 平均気混:1961年~1990年の初年平均
佐賀気象台観測資料による
縮が助長されlOcm""'15cmのクラックl隔を生
じた.
2 )堤防天端舗装無し十法面植生繁茂
法面植生により堤防内部の水分蒸発は少
なく抑えられたが，堤防天端からは蒸発を
伴いながら内部温度は上昇し上層部におい
ては，乾燥域となり蒸発が少なく太陽騒射
熱の吸収，蓄積が進行する中間域が膨張破
壊に至り乾燥収縮が助長されりクラックi隔
は5cm""' lOcmとなっている.
E諸経終し
3 )堤防天端舗装有り十法面植生無し
(繁茂していない)
法面よりの乾燥域が提体内部に進行し膨
張をおこす領域が少なくなり，膨張破壊応
力は小さく堤防天端には 5cm以下のクラッ
クが発生した.
陣後
L、VL
4 )背後地と堤防に琵がない堀込み海}l1
(堤防舗装無し÷法面構生繁茂)
膨張による変位は堤体が左右対象でない
ことから応力的に開放されている河川法屑
にクラックが発生している.
E帯主
乾燥i或 E電装車寄し
LWL 
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5 )堤防全体に亀裂発生
堤防天端舗装無し+法商植生無し(繁茂していない)
ilJl去を然し
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1963年佐賀大学卒業
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末次克好
(すえっくや かつよし)
1973年 日本大学卒業
現在佐賀西部広域水道企業団課長
